
鷲
見
落
城
記 

永
正
七
年
寅
八
月
。
美
濃
国
山
県
郡
大
桑
村
之
城
主
土
岐
美
濃
守
頼
芸
公

は
数
代
の
当
国
の
守
護
職
に
て
あ
り
け
る
候
。
御
家
に
斎
藤
山
城
守
入
道

道
三
と
云
者
、
逆
心
依
て
天
文
年
中
に
終
に
落
城
す
。
此
時
川
手
村
に
対

面
所
と
て
陣
屋
有
。
是
も
同
時
に
落
城
な
り
。
国
中
は
土
岐
氏
之
御
一
族

御
家
臣
多
し
と
言
得
共
、
殊
急
な
れ
ば
騎
来
る
人
少
し
。
斎
藤
方
は
多
勢

な
り
、
猶
又
土
岐
御
家
中
に
も
二
心
の
者
あ
り
け
れ
ば
、
終
に
三
日
目
に

落
城
な
り
。
二
心
亡
き
人
も
段
々
無
勢
に
成
り
け
れ
ば
、
無
レ

是
非
降
参
し

て
引
も
あ
り
、
討
死
し
て
死
す
る
も
あ
り
、
頼
芸
の
御
供
し
て
落
行
者
も

あ
り
。
東
美
濃
の
御
勢
は
居
城
え
引
取
給
ふ
成
。
先
明
智
殿
は
御
一
族
な

れ
ば
直
に
討
手
引
構
て
岐
阜
勢
と
相
戦
、
子
供
衆
叔
父
重
兵
衛
に
預
け
て

明
智
殿
御
討
死
な
り
。
深
尾
泉
州
殿
は
尾
州
織
田
氏
に
便
り
あ
れ
ば
、
尾

州
を
指
て
落
行
給
ふ
。
山
県
殿
は
甲
州
武
田
晴
信
公
に
縁
者
あ
れ
ば
、
御

一
族
皆
々
甲
府
之
方
へ
御
越
な
り
。
鷲
見
殿
は
北
野
の
城
へ
帰
城
し
て
老

臣
中
呼
集
え
、
色
々
御
相
談
な
り
。
此
作
州
殿
は
元
来
武
勇
の
人
故
、
落

行
心
な
し
。
先
妻
子
は
民
家
に
分
預
け
、
家
中
の
老
若
は
御
領
分
村
々
へ

預
け
、
或
は
山
奥
へ
送
り
、
其
上
城
中
の
諸
道
具
戸
障
子
畳
等
迄
望
次
第

に
分
と
ら
せ
、
金
銀
米
銭
は
名
主
に
引
渡
し
預
け
、
人
に
応
じ
割
渡
し
と

ら
せ
ら
る
と
、
誠
に
明
城
に
し
て
斎
藤
の
討
手
来
ら
ば
直
に
腹
切
ん
と
相

侍
れ
け
る
時
に
、
若
者
共
申
け
る
は
、
こ
の
満
ま
に
生
害
せ
ん
事
残
念
也
。

一
合
戦
し
て
御
主
人
の
御
供
仕
度
段
申
け
る
。
誠
に
あ
わ
れ
の
次
第
な
り
。

時
に
美
作
殿
仰
ら
れ
け
る
は
、
い
よ
い
よ
其
旨
な
ら
ば
一
軍
す
辺
し
。
此

一
城
は
地
方

ぢ

か

た

悪
し
く
此
所
を
捨
て
大
智
寺
山
に
引
籠
り
、
夫
よ
り
三
輪
口

に
陣
と
り
、
て
き
を
引
請
相
戦
べ
し
、
先
北
野
前
は
三
十
町
に
五
拾
丁
の

広
き
田
場
な
り
。
東
は
林
山
繁
り
て
人
数
多
少
志
れ
ず
。 

至
極
に
宜
敷
陣
場
な
り
と
て
、
大
智
寺
門
前
よ
り
三
輪
山
迄
大
旗
指
物
あ

げ
て
陣
取
け
る
。
三
輪
口
に
白
地
の
ま
く
一
町
斗
に
張
、
是
は
身
ず
の
小

勢
を
隠
す
手
立
な
り
。
其
日
九
つ
半
時
に
早
岐
阜
勢
は
五
百
騎
斗
押
寄
け

る
。 

岩
村
山
よ
り
見
れ
ば
三
輪
口
に
軍
勢
見
得
け
る
故
、
互
に
と
き
を
つ
く
り

真
一
文
字
に
広
き
畑
中
へ
二
の
手
成
て
押
寄
け
る
。
作
州
は
三
輪
口
よ
り

一
丁
斗
押
出
す
。
斉
藤
方
の
先
陣
を
林
道
慶
同
重
右
衛
門
続
て
伊
賀
、
近

藤
、
佐
藤
、
宇
佐
美
、
三
田
、
川
幷
等
な
り
。
北
野
勢
に
は
村
井
三
郎
左
衛

門
、
近
松
兄
弟
一
番
に
す
す
み
け
る
。
両
陣
互
に
ぬ
き
合
半
時
許
戦
し
が
、

矢
先
多
け
れ
ば
両
陣
よ
り
引
や
引
や
と
よ
ば
り
け
る
迄
に
鑓
弓
太
刀
打
繁

く
戦
し
が
斎
藤
勢
は
広
き
所
な
れ
ば
手
傷
多
し
。
終
に
二
手
に
な
れ
ば
少

勢
な
り
。
後
は
一
手
に
な
り
て
見
れ
共
、
矢
先
多
け
れ
ば
難
儀
な
り
。
キ

フ
方
よ
り
先
引
取
れ
ば
、
段
々
下
知
し
け
れ
ば
互
に
両
陣
引
分
れ
け
る
。

早
申
の
刻
に
な
れ
ば
二
時
計
の
戦
に
岐
阜
方
に
は
手
傷
討
死
百
三
十
人
斗
、

拾
一
人
は
即
死
也
。
作
州
方
に
も
手
傷
六
人
な
り
。
日
尽
て
漸
々
岩
村
山

迄
引
取
け
る
。
大
将
道
慶
申
け
る
は
今
日
の
合
戦
広
所
に
み
方
小
勢
に
て

難
義
な
り
、
追
々
岐
阜
へ
加
勢
を
乞
。
明
早
朝
も
三
輪
口
へ
押
寄
相
戦
べ

し
と
て
、
其
夜
は
岩
村
山
に
大
か
が
り
火
を
た
き
休
足
し
け
る
也
。
三
輪

口
も
か
が
り
を
焼
て
難 

計
用
心
す
る
也
。
作
州
初
侍
衆
は
大
智
寺
へ
引

而
宿
陣
す
る
な
り
。
時
に
作
州
被
申
け
る
は
此
方
は
少
勢
な
れ
共
今
日
の



戦
は
十
分
の
利
な
り
。
て
き
方
は
五
百
騎
斗
と
見
得
け
れ
共
、
あ
す
は
十

ば
い
お
し
よ
せ
ん
。
叶
い
ぬ
軍
な
れ
ば
今
暁
ハ
我
は
切
腹
す
る
な
り
。
何

連
も
は
勝
手
次
第
に
落
行
べ
し
と
被
申
け
れ
ば
、
家
中
の
各
々
何
国
迄
も

御
供
仕
度
と
申
し
て
、
落
延
し
人
は
一
人
も
な
し
。
然
ば
名
残
り
に
是
よ

り
酒
え
ん
の
初
、
其
後
切
腹
致
す
辺
し
と
て
、
夜
の
ふ
け
る
ま
で
酒
え
ん

な
り
。
夜
明
て
は
悪
し
か
り
し
と
て
、
夫
よ
り
切
腹
の
用
意
な
り
。
時
に

当
寺
和
尚
も
是
非
も
無
事
な
り
と
て
心
静
に
生
害
あ
れ
と
被
申
け
る
。
作

州
は
漸
々
厚
く
御
世
話
の
御
礼
有
て
被
申
け
る
は
、
当
寺
に
て
席
を
け
が

す
は
後
日
の
難
な
り
、
東
の
林
に
入
り
て
心
能
も
生
害
致
す
辺
し
と
て
、

寺
よ
り
一
町
斗
東
の
成
山
に
入
て
切
腹
致
さ
れ
け
る
。
忠
心
義
士
の
御
近

習
侍
十
二
人
ま
で
追
腹
切
て
死
に
さ
り
け
り
。
方
丈
才
智
の
人
な
れ
ば
直

に
御
手
向
あ
っ
て
、
其
所
に
う
づ
み
、
死
が
い
を
隠
し
て
仕
廻
給
ふ
。
寺

中
の
僧
立
打
寄
て
、
墓
に
青
き
苔
を
植
て
薪
を
つ
み
隠
し
け
る
。
作
州
法

名
岩
松
院
天
游
元
光
居
士
御
年
五
十
三
才
。
今
に
伝
て
大
智
寺
に
御
像
有
。

拾
二
人
の
勇
士
も
塚
あ
り
。
残
り
し
人
々
は
大
智
寺
の
う
ら
山
よ
り
跡
部

へ
越
て
、
大
矢
田
辺
は
御
領
分
な
れ
ば
、
武
儀
郡
よ
り
郡
上
の
方
へ
思
い

思
い
に
落
行
け
り
。
松
浦
内
膳
と
云
者
、
岐
阜
頼
討
手
の
人
た
り
し
が
北

野
の
城
よ
り
北
に
当
っ
て
一
筋
の
往
来
あ
り
。
此
道
え
落
行
人
打
取
た
め

る
。
源
瀬
よ
り
椎
倉
村
辺
一
色
へ
廻
り
出
張
す
。
此
所
に
人
家
な
け
れ
ば

百
姓
共
に
言
付
、
わ
ら
屋
の
大
い
な
る
小
家
を
作
ら
せ
て
兵
糧
継
い
休
足

す
。
此
所
今
に
伝
て
小
家
が
洞
と
云
な
り
。
其
夜
あ
け
が
た
に
斎
藤
勢
千

余
騎
斗
、
三
輪
口
へ
押
寄
見
れ
ば
旗
斗
に
て
人
は
一
人
も
無
。
さ
て
は
夜

の
内
に
落
行
た
り
と
て
、
遠
く
は
行
ま
し
と
て
所
々
へ
手
訳
し
て
尋
け
れ

共
、
出
合
者
一
人
も
な
し
。
漸
く
昼
六
つ
頃
に
大
智
寺
に
尋
来
て
見
れ
ば
、

何
の
沙
汰
も
な
し
。
和
尚
に
対
面
し
て
尋
け
れ
ば
、
和
尚
仰
に
は
此
程
二

三
日
が
間
や
か
ま
し
け
れ
ば
門
を
し
め
て
出
入
を
せ
ず
一
向
様
子
志
ら
ず

と
申
さ
れ
け
れ
共
、
心
元
な
く
思
け
れ
ば
、
寺
内
こ
と
ご
と
く
尽
さ
が
し

見
れ
共
、
見
出
す
事
あ
た
わ
ず
。
是
非
な
く
惣
勢
引
返
し
け
る
な
り
。
城

中
は
戸
障
子
ま
で
な
し
。
様
々
一
色
勢
と
一
所
に
て
な
り
。
何
の
仕
出
し

無
、
其
夜
よ
り
明
日
迄
に
岐
阜
の
へ
引
取
、
不
残
落
行
し
と
注
進
す
れ
ば
、

討
手
の
人
々
は
大
き
に
不
首
尾
成
り
け
り
。
然
し
な
が
ら
智
勇
勝
れ
し
作

州
な
れ
ば
、
斎
藤
も
さ
し
て
吟
味
も
せ
ず
打
捨
を
か
れ
け
る
。
元
来
鷲
見

殿
は
下
野
之
国
の
城
主
也
。
性
は
藤
原
氏
な
り
。
相
馬
の
乱
に
当
国
に
来

り
郡
上
郡
に
居
住
す
。
今
に
郡
上
に
は
鷲
見
村
と
云
所
あ
り
。
三
輪
の
西

入
口
を
今
に
陣
口
と
云
う
な
り
。
岩
村
山
の
東
を
此
時
よ
り
勢
引
山
と
云

な
り
。
作
州
の
室
は
松
影
監
物
の
娘
な
り
。
其
後
御
領
分
に
庵
を
繕
て
、

後
尼
に
な
り
七
八
年
過
て
死
去
な
り
。
御
法
名
は
松
岳
理
貞
大
姉
享
禄
七

年
酉
八
月
朔
日
当
な
り
。
子
息
方
生
長
の
後
、
芸
州
御
家
中
に
お
勤
、
今

に
其
子
孫
あ
り
。 
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